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知知ってって するする サービスサービス図書館図書館得得
他大学などの機関から、本学に所蔵していない資料の必要箇所の

コピーを取り寄せる【ILL文献複写サービス】と、資料そのものを

借りる【ILL現物貸借サービス】があります。

閲覧室には学修に役立つ学術雑誌を配架しています。その内、外

国雑誌の一部については、WEB上で閲覧可能な電子ジャーナル

で購読しています。学内のパソコンであればどこからでも閲覧可

能です。図書館ホームページから開きましょう。

この本が図書館にあったらいいな。と思ったことはありませんか？

図書館に所蔵していない本でも、学修や研究に利用したい資料があ

ればリクエストすることができます。OPACから購入依頼をしま

しょう。

令和2年度はリクエストできる金額の上限が2万円に増額します。

（令和3年度以降は再検討予定）

使用後は「ログアウト」を忘れずに！

土曜日も利用できるの？

授業期間中は土曜日も開館しています。午前１１時から午後5

時まで利用可能です。平日は授業やサークル活動等で図書館に

行く時間がない学生の皆さん、ぜひ土曜日もご利用ください。

授業期間中の開館時間は通常午後8時までですが、定期試験開

始前日から定期試験最終日前日までについては1時間延長し、

午後9時まで利用できます。静かな環境で集中して勉強がした

い方におススメ。

雑誌・図書がもらえるって本当？

年に2回不要になった雑誌・新聞・図書を学生と教職員に無料配

付しています。配付の時期にはMMU Portalやインフォメー

ションホール等でお知らせしていますので、ご確認ください。

OPACの「利用状況の確認」から自身の貸出・予約の状況確認、

ILL・購入依頼（本のリクエスト）の状況確認、貸出履歴の確認、

利用者情報の確認・修正ができます。

今借りている本の返却期限はいつまで？

図書館に所蔵してほしい本を、書

店に行って実物を見て選ぶ学生

選書ツアーも実施しています。

実施の際は、MMU Portalやイ

ンフォメーションホール等でお

知らせします。

データベースとは、新聞記事や雑誌記事をキーワード等から検

索することができるツールです。図書館ホームページから接続

可能です。

学内から利用可能なものと、図書館内から利用可能なものがあ

り、後者はID・PWが必要なため、利用の際は図書館職員にお声

がけください。

OPAC（蔵書検索システム）にログインをして、依頼をしましょう。

条件を満たしている場合にはILLサービスの費用補助も利用できます。

国立国会図書館のデジタル化資料のうち、絶版等の理由で入

手が困難な資料を図書館カウンターのパソコン端末で閲覧で

きるようになりました。必要に応じてコピーも可能です。サー

ビス利用には、ID・PWが必要なため、利用の際は図書館職員

にお声がけください。

見たい資料がMMU図書館に無い！そんなときには 外国雑誌の電子ジャーナルが利用できます 図書館に所蔵してほしい本のリクエストができます

『国立国会図書館デジタル化資料送信サービス』
が利用できるようになりました

試験期間中は何時まで利用できるの？

図書館図書館を使いこなそうを使いこなそう

〈学生選書ツアー〉

OPAC（他大学検索）で資
料を検索後「他機関から取
り寄せる」のページを開く
と、必要事項の情報が流用
されるので便利！
その他、空欄部分を必要に
応じて入力しましょう。
（ILL 現物貸借も同様です）

URLをクリック！

OPACのトップ画面から入力が可能です。（要ログイン）

「WEBサービスの利用上の注意事項（学生向け）」
注意

サービス利用の前に、必ずご確認ください（詳細、下記） 「WEBサービスの利用上の注意事項（学生向け）」

WEBサービスを利用する前に図書館ホームページ
上の「WEBサービスの利用上の注意事項（学生向
け）」を必ずご確認ください。

「WEBサービスの利用上の注意事項（学生向け）」

新聞や雑誌の記事を調べるときは
データベースを利用しよう

注意

注意

他大学検索でヒットした場合 は、 

画面右側の「新規購入依頼」をク

リックすると必要事項の情報が流

用されるので便利！

JSTORはクリック
すると直接検索窓
が開きます

サービス利用の前に、必ずご確認ください（詳細、P.2左下）

興味のある方はこちらもぜひご参加ください


